
 ２０２３年、今年も今日も陽は昇り、どんな

状況に有っても陽はまた昇る。良い状況の場合

はより良くなる様に、悪い状況の場合は、より

良く向上出来る様に、そのきっかけと思える初

日の出。益を貪る人達が悔い改め無益な争い事

が無くなる事を願っています。 

６日： 小寒  

７日： 満月 旧１２月１６日 

１７日： 阪神淡路大震災 

２０日： 大寒 

２２日： 新月 旧１月１日 

  

 ２０１７年２月１９日、東京ビックサイトで

ＭＯＡ自然農法文化事業団主催の公開シンポジ

ウムが開催され、帰省と重なった私はその場に

参加する事が出来ました。この時の発表者は左

から１人目「豊田孝行氏」、３人目「粟木政明氏」。 

 「豊田孝行氏」は和歌山県の方で、医師をや

る傍ら農業に従事する半農半医の人。話の中で、

医療の薬局（ファーマシー）と農業（ファーマ 

（写真は、豊田氏ＦＢより）       ー）を融合した考え方で、医師が診察して薬を

処方する様に、症状に合わせて農産物を処方するという考え方（ファーマシー）を提唱する方。 

 「粟木政明氏」は石川県羽咋市のＪＡ職員の方で、自然農法について白紙の状態から初めて今で

は自然農法作物を取り入れた学校給食の先進地を造り上げている。 

 農林水産省が提唱する「みどりの

食料システム戦略」を見据えて、こ

の様な方達の活動は参考になります。 

 当農場では、栽培３年目の赤ビー

ツを全部有機栽培に切換え、当会員

やスタッフの方々の働きで病気治療

中の方々にビーツを摂り入れて貰う

事が出来ました。まだまだ数名でが、

食べ物の持つ健康を摂り入れる事で

病気に成りにくい日常生活を考えて

実践する人が増える事を願い、今年

も良い農産物に育って貰える様に環

境作りに精を出します。 
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２０２２年作物の出荷量 

２０２３年１月号 

オホーツク髙橋農場の自然農法畑では、

馬鈴薯の連作を続けています。大豆や赤

ビーツが２反程あるので毎年１０分の１

程は馬鈴薯にはなりませんが殆ど連作。 

 昨年の芋の植付け作業は、後ろに人を

乗せずに一人で行いました。 

 また、除草目的の本培土を早期に始め

て３回行っています。 

 ２０２１年秋の芋の収穫後から翌春ま

でえん麦の越冬栽培を行い、春先の

雪融け時には、菌の繁殖を確認しま

した。雪前に多くの畑が土で茶色に

見えている中、一面の緑は気持ちの

良いものです。 

 出荷量の結果では、きたあかり芋

は過去２番目の出荷量。芋全体でも

反当たり６１６ｋｇで個人選別箱詰

め出荷を始めた２０１４年以降最高

の出荷量となりました。でもね、慣

行栽培はこの５倍前後ですよ。 



 暦 と 気 象 ～   ２０２３年 １月号 

暦 と 気象 に関する俚諺の一つに次の様なものがあります。 

２０２２年 １２月 ３１日      ２０２２年 １２月 ２９日 

  北海道の日本海側では大雪で困っていますが、暖かく雪の少ないオホーツク海側の１２月。 

 それでもクリスマスに向けてまとまった雪が２・３０cm程降ったが次第に融けて２０cm程。

漸く地面が凍り始めた年末に、有機圃場・小麦畑の雪踏み作業を年末年始で行いました。 

☆ 雨量 と 地下水 

雨量  ⇒  旧正月元日から最初の未の日までの日数でその年の雨量を予知 

   元日 が 未 ⇒ １合水 旱魃   ２０２３年令和５年癸卯 

   三日目が 未 ⇒ ３合水 旱魃   旧正月 １月２２日  

   十日目が 未 ⇒ １升水 大水  最初の未 １月２５日  ４日目 

地下水 ⇒  正月元日 から最初の未の日の日数   最初の未 １月 １日  １日目 

                          雨量     ４ 

                          ――― ＝ ――― ⇒ 旱魃 

                          地下水    ０ 

☆ 旧正月 と 立春 

２０２３年    立春より早い ⇒ 春が早い 秋が短い 

   旧正月 １月２２日  ⇒ 立春と同じ頃 ⇒ 平年並み 

   立春  ２月 ４日    立春より遅い ⇒ 春遅い 秋が長い 夏短い 

 

☆ 豊作 

・小寒の日（１月６日） 少し雨が降る ⇒ 麦 豊作 

・小寒の日（寒の入り） 雪降るは   ⇒ 豊作  （１月５日降雪です） 

・寒中に雷鳴             ⇒ 豊作 

・寒中にしばしば雨降る        ⇒ 春 豊作 

・旱魃 に 凶作なし     （２０２１年７月旱魃） 

・旧暦閏年に 凶作なし    （２０２３年は閏２月で２月が二回あり閏年） 

☆ 凶作 

・日蝕 ある年は  ⇒  凶作多い 

・月食 ある年は  ⇒  蔓作凶作  


